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大
洗
町
と
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
、
第

1
回
の
大
洗
町
文
化
講
演
会
が
去
る

3
月
日
日

日
耀
自
の
午
後
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
・
大
ホ

ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
年
マ
ス
コ
ミ
等
の
急
速
な
進
歩

に
伴
な
い
、
地
域
に
お
け
る
文
化
活
動
も
年
々

活
発
化
し
て
い
る
な
か
で
、
当
町
に
お
い
て
も
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
心
豊
か
な
文
化
生
活
の
向
上

を
目
指
し
て
、
現
在
、
マ
ス
コ
ミ
界
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
放
送
タ
レ
ン
ト
の
三
国
一
朗
氏
と
お

な
じ
み
の

N
H
K
チ
i
フ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

生
方
悪
一
氏
を
お
招
き
し
て
行
な
っ
た
も
の
で

す。
当
日
、
午
後
1
時
の
開
場
と
同
時
に
待
ち
か

ね
た
町
民
の
皆
き
ん
が
次
々
に
入
場
さ
れ
、
制

席
を
誇
る
大
ホ

i
ル
も
満
席
の
盛
況
と
な
り
、

定
刻
午
後
l
時
加
分
、
先
ず
生
方
悪
一
氏
の
三
」

と
ば
と
人
間
関
係
」
を
テ

l
マ
に
し
た
講
演
に

入
い
り
ま
し
た
。

生
方
氏
は
そ
の
講
演
の
な
か
で
、
円
滑
な
人

間
関
係
を
営
む
上
で
の
対
話
の
重
要
性
と
、
特

に
相
手
方
の
話
し
を
良
く
開
く
態
度
の
必
要
性

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
生
活
体
験

を
と
お
し
て
の
お
面
白
い
話
し
に
、
聴
衆
か
ら

大
き
な
笑
い
と
拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。

午
後
3
時
か
ら
の
三
国
一
朗
氏
の
講
演
は
、

「
わ
た
し
の
お
ふ
く
ろ
L

と
い
う
テ
ー
マ
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
水
戸
市
生
れ
の
今
は
亡
き

三
国
先
生
の
母
親
の
姿
を
、
母
親
の
好
き
だ
っ

た
外
国
映
画
見
物
な
ど
、
数
々
の
エ
ピ
ソ

i
ド

を
と
お
し
て
、
母
の
子
に
対
す
る
愛
情
と
親
と

子
の
心
の
交
流
を
、
な
つ
か
し
い
思
い
出
と
と

も
に
話
さ
れ
、
心
睦
ま
る
母
親
へ
の
懐
古
談
に

皆
さ
ん
も
感
銘
を
受
け
た
様
子
で
、
午
後

4
時

却
分
、
有
意
義
な
文
化
講
演
会
も
成
功
襟
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

磯小金 @j曹嬬奉仕者清う

去
る
3
月
回
日
冊
、
磯

浜
小
学
校
(
奏
家
護
校
長
)

6
年
生
田
名
に
よ
り
、
レ

ツ
ッ
ク
リ
ー
ン
磯
浜
と
名

打
っ
た
、
ゴ
ミ
・
あ
き
カ

ン
の
清
掃
奉
仕
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

毎
月
、

2
週、

4
週
の

日
曜
日
、
6
年
生
存
志
に

よ
る
学
校
校
舎
周
辺
の
清

掃
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
、
卒
業
を
記
念

し
て
磯
浜
小
学
校
学
区
内

の
清
掃
を
皆
な
で
し
ょ
、
っ

と
話
し
が
ま
と
ま
り
、
さ

っ
そ
く
児
蒙
会
で
決
定
さ

れ
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、

車
事
故
等
を
防
止
す
る
た

め
交
通
量
の
少
な
い
早
朝

を
利
用
し
午
前
6
時
か
ら

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

収
集
し
た
、
ゴ
ミ
・
あ
き
カ
ン
等
は
、

7
時
却
分
ご
ろ
か
ら
生
徒
達
が
手
に
手

に
ゴ
ミ
袋
を
さ
げ
小
学
校
の
玄
関
前
に

集
め
ら
れ
、
た
ち
ま
ち
山
の
様
に
な
り

ま
し
た
。
生
徒
の
中
に
は
、
町
民
の
方

町
の
現
状
を
知
ワ
、
将
来
を
考
え
よ
う

町長を臨んで

合間研修会開かれる
大j先覇T購入金@鱒入学級

3
同
月
の
声
を
開
い
て
も
、
ま
だ
雪
は

残
り
肌
寒
い
去
る
2
臼
樹
、
婦
人
の
立

場
か
ら
町
の
現
状
に
つ
い
て
つ
ぶ
さ
に

知
り
、
大
洗
の
発
展
の
た
め
微
力
を
尽

し
て
い
き
た
い
と
、
磯
浜
・
大
賞
・
夏

海
の
各
婦
人
会
と
町
婦
人
学
級
の
皆
さ

ん
が
、
竹
内
宏
町
長
を
講
師
に
招
き
中

央
公
民
館
・
視
聴
覚
室
で
合
同
研
修
会

を
開
き
ま
し
た
。

定
刻
午
後
1
時
に
は

ω数
人
の
皆
さ

ん
が
会
場
に
集
ま
り
、
間
用
意
し
た
印
席

を
更
に
増
席
す
る
盛
況
で
、
熱
意
の
一

に
H

ご
く
ろ
う
さ
ん
H

と
芦
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
と
か
、
ゴ

ミ
を
捨
て
る
人
も
惑
い
が
、
捨
て
る
の

を
見
て
注
意
し
な
い
人
も
惑
い
、
な
ど
、

子
供
な
が
ら
に
マ
ナ
!
の
惑
さ
を
感
じ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

端
が
う
か
が
い
知
れ
ま
し
た
。

竹
内
町
長
の
講
話
は
、
「
町
の
政
治

を
知
ろ
う
」
(
大
洗
町
の
現
況
と
将
来

に
つ
い
て
)
を
テ
!
?
に
、
国
・
県
レ

ベ
ル
で
の
大
洗
町
の
位
置
づ
け
、
前
を

と
り
ま
く
社
会
・
経
済
環
境
、
大
洗
港

や
国
鉄
鹿
島
線
の
建
設
な
ど
事
業
面
で

の
経
緯
と
町
の
財
政
的
な
諸
問
題
等
々

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
や
数
字
・

表
な
ど
を
用
い
て
解
り
易
く
、
時
に
は

ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が
ら
の
話
し
と

な
り
ま
し
た
。

聴
講
の
皆
さ
ん
は
始
め
て
開
く
話
し

ゃ
新
し
い
知
識
に
、
終
始
、
熱
心
に
耳

を
か
た
む
け
、
そ
の
あ
と
の
町
長
と
の

話
し
合
い
を
含
め
て
、
予
定
時
間
を
は

る
か
に
超
、
え
で
の
有
意
義
な
勉
強
会
と

な
り
ま
し
た
。

休
憩
時
間
を
は
さ
ん
で
の
第
2
部
で

は
、
「
こ
こ
ろ
」
・
「
に
ん
げ
ん
を
か
え

せ
」
の
2
本
の
映
画
を
鑑
賞
し
、
研
修

会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
参
加
の
皆

さ
ん
は
充
実
し
た
冬
の
午
後
の
ひ
と
と

き
に
満
足
し
た
様
子
で
お
帰
り
に
な
り

ま
し
た
。
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昭
和
田
年
第
4
1
田
大
洗
町
議
会
定
例
会

ガ

3
月
口
白
か
ら
刊
日
ま
で
の

8
日
聞
を

会
期
に
開
催
さ
れ
¥
第
ペ
!
日
の
本
会
議
で

竹
内
宏
町
長
か
ら
昭
和
田
年
度
大
洗
町
議

入
歳
出
予
算
の
編
成
方
針
の
説
明
ガ
行
な

わ
れ
ま
し
位
。

そ
の
中
で
竹
内
町
長
は
¥
勺
口
出
下
、
国

に
お
い
て
も
厳
し
い
国
家
財
政
の
中
で
¥

財
政
の
建
謹
し
に
懸
命
な
努
力
を
し
て
お

り
¥
そ
の
戴
し
さ
は
予
想
を
上
廻
る
も
の

ガ
あ
る
。
地
方
自
治
拡
に
お
い
て
も
¥
そ

れ
を
反
映
し
て
益
々
加
わ
る
で
あ
ろ
う
一

層
き
び
し
い
社
会
環
境
・
財
政
環
境
の
な

75，715千円

(2.1%) 

費エ高
農林水産業費

115，493千円

ガ
で
¥
謙
虚
な
反
省
と
と
も
に
経
費
の
節

減
、
投
資
の
抑
制
等
を
行
な
い
、
地
方
財

政
の
健
全
化
を
翻
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
町
に
お
い
て
も
、
十
二
分
に

そ
れ
を
ふ
ま
え
な
ガ
ら
¥
。
教
育
文
化
ス

ポ
ー
ツ
の
充
実
¥

O
住
み
よ
い
生
活
環
境

の
整
備
¥

O
町
民
福
祉
の
充
実
、

o
経
済

基
盤
の
整
備
と
産
業
の
振
興
¥

O

行
財
寂

の
健
全
化
、
を
施
策
推
進
の
だ
め
の
桂
と

し
て
¥

H

盛
況
か
な
海
浜
文
化
都
市
の
建
設
N

と
い
う
町
政
の
理
念
に
向
け
て
最
大
相
恨
の

努
力
を
額
け
て
い
き
芝
い
。
L
旨
の
施
政
の

方
針
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
定
。

費

165，942千円

(4.5%) 
費

302，481千円

生得?

費

295，393千円

育教
務(8.3%) 

(8.1%) 

出〕

費

94，074千円

(2.6%) 

d岳、

コz議

費

652，317千円

(18.0%) 

生民

国産支出金
403.590千円
(11.1%) 

入〕
悶丁

歳

推
文
化
、

県支出金
112.279千円
(3.1%) 

iii審議iiziiF
150.730千円(4.2%)

告費
362.700千円
(10.0%) 

越事桑

(単位:千円)
富十一ふ一品車号一特

炉
問
》ス

ポ
ー
ツ
の
充
実水道事業 423.170千円 16.0%

その他 223.548千円 8.4%

~ 計 耳目 昭和59年度 昭和58年慶 比較 イ申率

国民健康保険事業 1，187，360 1，081，751 105，609 9.% 8 

老人保険 業 806，956 738，288 68，668 9.3 

7.K 道 業 423，170 412，050 11，120 2.7 

地冷方凍卸冷売蔵事市場業 64，405 57，548 6，857 11.9 

整桜道理土地事区業画 136，359 109，716 26，643 24.3 

サイクリングターミナル
17，410 19，816 ム2，406 ム12.1等主 業

公平委員会 5，374 5，212 162 3.1 

百十 2，641，034 2，424，381 216，653 8.9 

航 路 船社名 運航形態 発着時間予定 所要時間 総 型

大洗i巷~室蘭 j巷 東日本フェリー 隔日運航
大士先発23:00 ~草稿着19:00

20 時間 13，000 G/T 
大洗着19:00 室障害発23:00

大洗j巷~苫小牧港 日本沿海フェリー 隔召還航
大洗発。 :00 苫小牧着20:00

20時間 11，000 G/T 
大洗着20:00 苫小牧発0:00

大洗i巷~お11 s各港 近 i毎 頭5 船 3 B tこ11更
大洗発23:00 割11路着。 :00

25時掲 9，000 G /T 
大洗若19:00 事11路発18:00

O
小
中
学
校
諸
施
設
整
備
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・j
i
-
-
j
i
-
-
:

六
、
二
二
九
千
円

。
町
道
の
整
備
・
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:

一
三
九
、
七
六
五
千
円

。
交
通
安
全
施
設
繋
備
:
:
:
:
・

:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・:
j
i
-
-

二
、
五
O
六
千
円

。
桜
道
土
地
震
闘
繋
理
事
業
・
・
:
:
・
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
-

一
一
一
一
六
、
三
五
九
千
円

。
都
市
下
水
路
整
備
事
業
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:

四
一
、
六
O
八
千
円

。
前
原
町
営
住
宅
建
設
事
業
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
:
:
:
:
二
三
五
、
九
二
千
円

。
上
水
道
盤
備
事
業
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
J
J
・--六
O
、
O
四
八
千
円

。
老
人
保
険
事
業
:
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・
・
:
:
:
:
:
・
・
回
、
四
九
二
千
円

。
保
育
所
建
設
事
業
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
・:
j
i
-
-

一
四
六
、
二
四
三
千
円

。
大
洗
港
建
設
事
業
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・:
:
:
j
i
-
-
-
一一、四
0
0
、0
0
0
千
円

。
水
田
再
編
対
策
事
業
:
・
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-

九
、
五
O
O
千
円

。
義
援
笈
備
事
業
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
回
、
八
O
四
千
円

。
商
工
観
光
の
振
興
事
業
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
二
八
、
六
七
二
千
円

来
年

3
月
大
洗
f
)
北
海
道

カ

i
フ
ェ
リ
ー
就
離
f

大
洗
洛
も
い
よ
い
よ
一
年
後
の
開
港

に
向
け
、
急
ピ
ッ
チ
に
工
事
が
進
ん
で

お
り
、
近
日
中
に
航
路
の
決
定
が
運
輸

省
よ
り
な
さ
れ
る
見
込
で
す
。

現
在
、
申
請
の
出
さ
れ
て
い
る
航
路

は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

一
、
農
外
用
防
滴
型
時
計
一
台

(
M
万
5
千
円
相
当
)

町
立
南
中
学
校
第
初
回
入
学
生
父
兄

小
池
テ
ル
子
殿

父
兄
代
表

街
中
学
校
の
教
育
活
動
の
た
め

の
備
品
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

一
、
時
計
(
勝
一
一
掛
用
)

」品、
<=l 

教
育
、

住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備

町
民
福
祉
の
充
実

経
済
基
盤
の
整
備
と
産
業
の
振
興

行
財
政
の
健
全
化

大
洗
町
大
賞
町
二
、
二
八
六

新
屋
自
動
車
禁
備
工
場

鬼
沢
満
男
殿

火
葬
場
待
合
室
用
備
品
と
し
て

町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
二
百
万
円
也

千
葉
県
富
津
市
小
久
保
二
、
七
七
九

相
続
人
代
表
荻
由
一
同
一
郎
殿

大
洗
町
老
人
福
祉
事
業
の
一
部

に
と
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
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つぎつぎと打ち鳴らされ定
てま己~~・d

大j先荒磯太鼓発言葉会

弘首

観
光
の
町
大
洗
に
新
し
い
名
物
と
し

て
定
着
を
み
せ
た
H

大
洗
荒
磯
太
鼓
μ

の
第
2
回
発
表
会
が
、
去
る
2
同月刊
8

日
に
大
洗
文
化
セ
ン
タ
i
大
ホ

I
ル
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
厳
し
い
社
会
経
済
環
境
の

中
で
大
洗
荒
磯
太
鼓
保
存
会
(
山
一
戸
田
木

会
長
・
会
員
ロ
名
)
の
会
員
の
皆
さ
ん

が
、
情
熱
を
傾
け
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

練
習
を
重
ね
た
年
聞
の
成
果
を
発
表
す

る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
つ
づ
い
て
開

か
れ
た
も
の
で
す
。

演
奏
は
一
部
か
ら
一
一
一
部
ま
で
に
わ
か

れ
、
名
勝
ρ

巌
船
の
タ
照
u

の
情
景
を

描
写
し
た
新
曲
「
巌
船
」
で
幕
を
あ
け
、

古
く
か
ら
地
元
に
伝
わ
る
盆
踊
り
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
「
山
浜
祭
り
太
鼓
」
、
収

獲
を
祝
う
「
山
彦
太
鼓
」
、
航
海
の
安

全
を
祈
る
「
竜
神
太
鼓
」
が
次
々
に
披

露
さ
れ
、
第
2
部
で
は
、
昭
和
日
年
度

県
マ

i
チ
ン
グ
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
に

初
出
場
し
、
見
事
金
賞
を
獲
得
し
た
設

立
問
も
な
い
県
立
大
洗
高
等
学
校
の
7

1

チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
友
情
出
演
し
、
華

麗
な
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
を
披
露
し
ま
し

た
。
第
3
部
で
は
「
夏
海
ば
や
し
」
、

「
袖
ヶ
浦
」
に
続
い
て
、
豪
快
極
ま
る

「
荒
磯
太
鼓
」
と
、
H

棚
年
前
の
嵐
の

夜
、
一
関
の
稲
妻
と
と
も
に
太
郎
岩
が

現
わ
れ
た
。
と
い
う
、
大
洗
海
岸
の
太

郎
岩
伝
説
を
主
題
に
し
た
「
太
郎
太
鼓
」

で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
、
会
場
を
埋
め

た
約
酬
人
の
聴
衆
の
大
き
な
拍
手
を
浴

び
、
充
実
し
た
発
表
会
を
終
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
小
幡
五
朗
氏
に

交
通
栄
誉
輩

(3)第148号

去
る
1
同
月
認
・
訪
日
の
両
日
、
第

民
自
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会

が
東
京
・
千
代
m
m
匿
の
各
会
場
で
盛

大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
第
1
臼

自
の
分
科
集
会
に
引
き
続
い
て
行
な

わ
れ
た
第
2
臼
図
の
本
会
議
の
席
上

で
、
茨
城
県
交
通
安
全
協
会
副
会
長

小
橋
五
朗
(
七
一
)
氏
(
大
洗
町
磯
浜
町

醐可

十
字

L醐

六
九
四
郎
ノ
六

O
)
に
最
一
高
表
彰
で

あ
る
交
通
栄
誉
叢
の
「
緑
十
字
銀
賞
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
全
日
本
交
通
安
全
協

会
と
都
道
府
県
交
通
安
全
協
会
が
主

催
し
、
警
察
庁
・
総
理
府
・
文
部
・
運

輸
・
厚
生
・
建
設
・
自
治
の
各
省
庁

が
後
援
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

第
二
日
自
の
本
会
議
に
は
、
常
睦
宮

殿
下
、
中
曽
根
総
理
大
臣
、
白
川
畠

家
公
安
委
員
長
を
は
じ
め
衆
・
参
両

院
の
議
員
ほ
か
多
数
来
賓
の
臨
席
の

も
と
に
、
二
、
五

O
O
名
の
全
国
の

交
通
安
全
関
係
者
が
参
集
し
、
盛
会

。
点
検
は
防
火
の
は
じ
ま
り
し
め
く
く
り

火
災
予
勝
広
報
パ
レ
ー
ド
を
行
う

去
る
2
月
m
B
か
ら
3
月
日
日
ま
で

の
2
週
間
、
春
の
全
国
火
災
予
防
週
間

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
町
で
も
こ

の
週
間
事
業
の
一
環
と
し
て
大
洗
町
消

防
団
(
谷
田
部
吉
蔵
団
長
・
団
員

m名
)

が
7
日
に
町
内
一
円
に
わ
た
っ
て
火
災

予
防
の
広
報
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま
し

た
こ
れ
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
意
識

を
強
く
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
団

員
相
互
の
士
気
を
高
め
る
こ
と
、
更
に

は
災
害
発
生
の
緊
急
時
に
お
け
る
即
応

力
を
養
、
つ
こ
と
等
を
目
的
に
行
な
わ
れ

た
も
の
で
す
。

当
日
、
定
刻
午
前
8
時
加
分
に
は
大

洗
文
化
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
消
防
本
部

の
指
揮
事
と
叩
台
の
新
鋭
消
防
車
が
雄

姿
を
並
べ
、
谷
田
部
団
長
指
揮
の
も
と

に
午
前
9
時
か
ら
前
内
パ
レ
ー
ド
に
移

り
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
磯
浜
・
大
賞
・
夏
海
の

前
内
会
、
ま
要
道
路
を
走
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
、
大
貫

の
金
竜
泉
で
は
全
消
訪
中
阜
で
放
水
試
験

を
行
な
い
、
成
果
を
挙
げ
な
が
ら
無
事

を
認
め
、
ま
し
た
。

受
賞
の
栄
誉
を
担
わ
れ
た
当
町
選

出
県
議
会
議
員
の
小
幡
五
朗
先
生
は

昭
和
団
年
水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

犬
洗
支
部
長
に
就
任
さ
れ
、
以
来
今

日
ま
で
加
数
年
に
わ
た
っ
て
交
通
安

全
活
動
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
問
、
昭

和

ω年
県
交
通
安
全
協
会
常
任
理

事
、
昭
和
初
年
間
副
会
長
を
併
任
さ

れ
、
ま
た
、
交
通
安
全
功
労
者
と
し

て
県
警
本
部
長
・
県
協
会
長
賞
、
緑

十
字
章
銅
賞
、
関
東
管
区
警
察
局

長
・
同
協
会
連
合
会
長
賞
を
受
賞
さ

れ
、
今
回
そ
の
多
く
の
ご
功
績
に
よ

り
交
通
栄
誉
章
と
警
察
庁
長
官
・
全

日
本
交
通
安
全
協
会
長
賞
を
受
賞
さ

れ
た
わ
け
で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

大
洗
開
消
隣
国

終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
季
節
、
空
気
も
乾
燥
し
、
火
災

も
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
火
の
元
、
火
の
取

扱
い
に
は
充
分
気
を
付
け
、
町
か
ら
火

災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

大洗町青龍$告会

納
税
期
を
ひ
か
え
た
去
る
2
月
刊
昨
日
、

大
洗
町
叫
青
色
申
告
会
(
寺
内
淳
会
長
・

会
員
制
名
)
で
は
大
洗
町
商
工
会
と
共

催
し
、
青
色
申
告
・
確
定
申
告
の
個
別

指
導
を
町
民
会
館
大
会
議
室
で
開
催
し

ま
し
た
。
昨
年
、
「
音
色
申
告
宣
言
の
町
」
と

し
て
発
足
し
一
段
と
そ
の
推
進
に
努
め

て
い
る
当
町
だ
け
に
、
各
事
業
主
の
皆

さ
ん
も
こ
の
日
を
待
っ
て
早
朝
よ
り
続

々
と
訪
れ
、
相
談
の
順
番
待
ち
の
皆
さ

ん
が
会
場
外
に
ま
で
あ
ふ
れ
る
状
況
で

豆
剣
士
元
気
に

「
メ
ン
@
ド
品

3

i

L

大
洗
町
青
少
年
育
成
剣
道
大
会

厳
し
い
寒
さ
も
少
し
や
わ
ら
い
だ
去

る
3
月
4
8側
、
第
叩
回
大
洗
町
青
少

年
育
成
剣
道
大
会
(
大
洗
町
長
竹
内
宏

大
会
々
長
)
が
磯
浜
小
学
校
体
育
館
で

凝
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

釘
内
の
各
道
場
(
浩
気
館
・
修
士
館
・

体
協
剣
道
部
)
か
ら
問
名
の
剣
士
が
参

加
し
て
、
午
前
9
時
、
竹
内
町
長
よ
り

「
忍
耐
と
健
康
な
体
力
を
養
い
、
勝
敗

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
ま
々
堂
々
戦
か

つ
て
下
さ
い
」
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り

そ
の
後
、
鹿
島
神
流
と
日
本
剣
道
型
の

模
範
演
技
が
行
わ
れ
、
早
速
試
合
に
移

り
ま
し
た
。

試
合
は
小
学
校
各
学
年
別
、
中
学
男

子
の
部
、
中
学
園
高
校
女
子
の
部
、
高

校
男
子
の
部
の
各
部
門
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
友
達
や
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
声
援
を
受
け
日
頃
の
稽

古
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
一
旦

@ 

剣
士
た
ち
は
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま

し
た
。試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

小
学
一
年
生
の
部

-
位
横
須
賀
一
裕
(
修
士
館
)

2

位

赤

上

夜

人

(

修

士

舘

)

3
位
名
越
美
土
里
(
体
協
剣
道
部
)

し
た
。対
応
の
税
理
士
8
名
・
青
色
申
告
会

役
員
7
名
・
水
一
戸
税
務
署
員
1
名
計
同

名
の
指
導
員
の
皆
さ
ん
は
終
日
大
わ
ら

わ
の
忙
し
さ
で
、
部
件
に
も
及
ぶ
申
告

指
導
業
務
に
当
り
、
事
業
主
の
皆
さ
ん

も
全
員
が
確
定
申
告
を
済
ま
せ
て
ホ
ッ

ト
し
た
表
情
で
帰
り
ま
し
た
。

な
お
、
大
洗
町
青
色
申
告
会
婦
人
部

の
山
名
の
皆
さ
ん
も
応
援
奉
仕
に
出
ら

れ
、
湯
茶
の
接
待
な
ど
裏
方
さ
ん
の
仕

事
に
忙
し
く
た
ち
働
い
て
い
ま
し
た
。

小
学
二
年
生
の
部

1
位

宮

本

経

功

(

修

士

館

)

2
位

小

野

瀬

徹

(

治

気

館

)

3
位

檎

山

聡

(

修

士

館

)

3
位
酒
井
真
知
(
体
協
剣
道
部
)

小
学
一
一
一
年
生
の
部

ー
位
小
林
了
前
T
(
体
協
剣
道
部
)

2

位

野

口

知

也

(

浩

気

館

)

3

位

飛

田

祐

介

(

浩

気

館

)

3
位
天
野
正
章
(
体
協
剣
道
部
)

小
学
四
年
生
の
部

ー
位
中
野
谷
正
副
(
浩
気
館
)

2

位

土

地

克

幸

(

浩

気

舘

)

3
位
関
根
正
弘
(
体
協
剣
道
部
)

3
位
川
又
大
輪
(
体
協
剣
道
部
)

小
学
五
年
生
の
部

-

位

山

本

一

之

(

修

士

舘

)

2
佼
大
信
佳
男
(
体
協
剣
道
部
)

3
位
永
堀
和
久
(
体
協
剣
道
部
)

3
位
小
林
俊
輔
(
体
協
剣
道
部
)

小
学
六
年
生
の
部

-
位
車
一
…
沢
幸
司
(
修
士
館
)

2
位
大
信
英
美
子
(
体
協
剣
道
部
)

3
位

川

上

陸

(

修

士

館

)

地
域
の
皆
さ
ん
と
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

親
善
交
流
を
図
り
、
併
せ
て
障
害
者
福

祉
事
業
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
同
目
的
と

し
た
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
笹
日

直
人
会
長
・
会
員
制
名
)
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
l
ゴ
ル
フ
大
会
が
去
る
2
月
目
白
に

大
洗
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
約
制
名

の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
競
技
傾
番
に
従

っ
て
グ
ル
ー
プ
毎
に
プ
レ
l
に
入
い
り
、

冬
の
目
ざ
し
の
中
で
一
一
討
を
存
分
に
楽

し
み
ま
し
た
。

表
彰
式
は
全
員
の
プ
レ

i
が
終
っ
た

午
後
4
時
却
分
か
ら
食
堂
で
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
席
上
、
高
木
一
郎
会
長
代
環

か
ら
身
体
障
害
者
福
祉
事
業
費
の
一
部

に
と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

i
金
山
万
円
を
町

に
寄
附
し
、
竹
内
宏
大
洗
町
長
に
手
渡

一
補
祉

3
i
ナ
i

① 

母

子

福

祉

母
子
家
庭
と
は

夫
と
死
別
・
離
婚
な
ど
以
外
に
、

初
歳
未
満
の
子
を
養
育
し
て
い
る

次
の
主

2
な
家
庭
も
含
ま
れ
ま
す
。

@
夫
が
身
体
・
精
神
に
章
一
い
障

害
を
も
っ
て
い
る
場
合

⑧
未
婚
の
母

⑧
夫
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
場

合。

資
金
の
貸
付
を
受
け
た
い
と
き

母
子
家
庭
の
み
を
対
象
と
し
た

融
資
の
途
が
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。

必
要
な
資
金
は
遠
慮
な
く
活
用
し

て
下
さ
い
。

@
母
子
椙
投
資
金

(
年
利
一
ニ
%
・
単
位
H
H
千
円
)

①
事
業
開
始
資
金
一
、
六
八
O

3
佼
名
越
淳
子
(
体
協
剣
道
部
)

中
学
生
男
子
の
部

-
佼
時
抄
洋
(
一

2
位
内
山
祥
広
(
一

3
位
柴
沼
武
志
(
一

3
伎
土
地
宏
明
(
一

し
ま
し
た
。

町
で
は
有
難
く
こ
れ
を
受
け
入
れ
、

早
速
、
身
体
障
害
者
福
祉
挙
業
費
の
一

部
に
充
当
し
ま
し
た
。

②

事

業

継

続

資

金

八

四

O

③
修
学
資
金
(
月
)
七
J
二
九

④
技
能
習
得
資
金
(
月
)
一
四

⑤

修

業

資

金

(

月

)

一

四

⑥

就

職

支

度

資

金

七

O

⑦

療

養

資

金

二

0
0

③

生

活

資

金

(

汚

)

七

四

⑨

住

宅

資

金

九

0
0

⑬

転

宅

資

金

六

八

⑪
就
学
支
度
資
金
三

0
1七
O

⑫

結

婚

資

金

一

五

0

0
貸
付
の
窓
口
は
、
役
場
厚
生
課

で
す
。

中中中中

中
学
・
高
校
女
子
の
部

-
位
川
上
道
子
(
南

2
位
梶
間
順
子
(
南

高
校
男
子
の
部

ー
位
横
須
賀
一
則
(
大
洗
高
校
)

2
位
広
瀬
昌
彦
(
大
洗
高
校
)

中中
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気
が
る
に
相
談
を

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

善良
麗塊

(
無
料
〉

、

四
月
十
三
日
(
金
)

と

き

午
前
十
時

1
午
後
三
時

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
コ
一
階
会
議
室
)

*

人

権

を

侵

害

さ

れ

て

い

る

問

題

*

金

銭

貸

借

、

借

地

、

借

家

、

境

界

、

農

地

問

題

*

相

続

や

扶

養

、

結

婚

の

法

律

問

題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

~"'\ 

5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4 4 4 4 月
/ / / / / / / / / / / / / / / 
11 10 9 9 8 8 l 28 24 21 19 17 14 11 日

B応ツ 手し 反ツ 健 依5f1 機 機 機 機 機 機 機 縫

C検ベ ，く二 向テ E 古E 古老 能 言E ム目~ 
歳
官E 能

事

G査ル 児 応ル E長 民↓。主 回 図 図 回 回 力 5耳 閲 康
子判jク

ク

4干予防妾重

f夏 f夏 f宣 {亙 {夏
催思
f夏 {茎

業

jF方幸定1) 健 検リ 中目 中富
及ン 自11 百11 ヨ11 ilJll 司1 言11 自11

名
種ぴ反 きロょクト 査ン 三"火火 線 練 練 練 出東 練 練 E生

、、1 生生 主主 成 主主 する害障
者する者障害 するミ障喜

するi害章
者する者障害
i荷 す際 す降 成

fえ 後後 後 人 後 る筈 る害 人
1ク1〆 7 2 3 

病患
24 者者 者者 者者 歳 者者 者者 fd患丙

カカ カ カ で で て、 で てが ノ力、 で で
対

/ 、 月月 月 者 月 機
機能 能機 機能 機能 月児

機 機 者
反 I I 及 能 吉E 及
応 8 3 4 び 48 I!il 図 回 回 問 語正 思 I!il ぴ 象
検査
カカ 歳 カ {亙 f夏

復罰11 
f夏 {訓夏| 生 復 f夏

月月
未i筒
青空 月 ヨ11 割| 自11 日 言11 言11 青空

7うず σ)0) fj主 未 練 五液 主事 練 練 練 練 f主
A!日性会 者者 0) 民 i苅 を を を を を を を 民 名

者 ♂〉 d必、 必 必 必、 必 ，.16， 必、
0) 者 要 要 要 要 要 要 要
寺5 と と と と と と と

1 1 l 1 9 1 9 日 9 1 9 ヨ 1 
FJら-

2 ~寺 2時 2 n寺 2時 2時 11a寺 3 a寺 1H寺 1la寺 1la寺 2待 11時 11時 2 a寺
担寺 15 時 15時 15時 15時 15待。。 時00待。。 時∞ 時00時 15時00日寺00日寺15 イ時す
15分 15分 15分 15分 15分 30分 。。分 30分 30分 30分 15分 30分 30分 15分 間
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

月-
A 

の

献

車

運

動

4
月
日
日
間

大
洗
町
叫
保
健
セ
ン
タ
ー

午
前
の
部
:
:
:
9
時
却
分
J

U
時
加
分

午
後
の
部
・
・
・
・
・
・
日
時
ぬ
分
!
日
時
却
分

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

大

洗

町

昭和591手4月1El 

曜静 曜静 @ 

時場期

問所臼

曜静 曜善

後主

援催

賞

賞

び

日

制

清

毅

志

子

雄

夫

よ

し

に

労

を

「

(

よ

U
J

長

隆

由

民

知

久

誌

寸

。

で

本

式

む

賞

賞

お

出

磯

部

上

口

松

川

井

号

γ

表

ま

日

彩

し

長

長

状

一

ぼ

江

部

水

谷

長

赤

長

官

一

沼

月

一

ペ

発

句

を

表

属

会

)

)

会

)

賞

賞

一

児

一

一

局

…

局

…

率

一

日

7

K
に

上

。

名

、

帰

L
O

会

食

度

会

賞

(

会

一

幼

一

長

一

年

…

練

…

寝

…

l

j

持
上
月
す

3

し

に

白

川

町

協

割

程

協

副

賞

協

友

一

年

一

局

一

少

一

誠

一

会

一

月

営

切

紙

7

ま

者

待

会

恥

一

送

び

協

働

ぴ

疫

送

社

…

少

一

政

一

人

…

業

…

協

…

表

7

経

釘

号

は

し

賞

招

。

協

鯖

お

)

放

よ

陥

労

よ

大

)

放

員

間
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車

同

一

労

…

婦

…

職

…

働

一

発

年

と

司

自

に

知

受

に

す

働

時

川

賞
本
お
い
本
お
働
貸
本
委
新
…

k

…
省
一
省
一
省
一
労
…
者
日
働
ぴ

2

者
通
式
賞
会
ま
権
労
矧
閃

闘

臼

状

作

目

状

労

郡

日

考

臼

一

沢

一

働

一

働

…

働

一

本

…

歯

和

労

よ

月

賞

接

貿

秀

協

い

作

本

場

(

伎

選

朝

N

労

労

労

日

入

沼

「

お

7

入
夜
授
俊
働
行
箸
日
一
問
的

1
f
i
-
-
J
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
j
(
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
J
1
1
1
1
J
I
l
-
-
J
I
J
J
部
尉

一
議
…
騒
高
一
事
費
一
語
(
¥
プ
国
ト
閤
ー
審
議
思

l
轟
欝
譲
j
j

一
報
刊

一
一
員
翠

5
金
ー
題
、
縄
牌
〈
自
/
怠

-OJ
醸
轍
町
ふ
下
鞍
量
一
11
一
議
叶
費
一
一
士
出

で

枚

齢

訓

明

に

は

訓

ば

臼

障

と

賞

ぴ

会

川

叫

ん

5

年

業

れ

の

品

業

れ

当

公

ル

ぴ

(

)

よ

協

話

会

選

~

・

職

ぞ

も

作

戦

あ

。

〔

芝

ビ

人

質

円

お

砂

川

協

を

4

名

た

れ

の

募

び

で

す

出

区

金

く

長

万

決

個

目

送

つ

紙

氏

ま

そ

表

応

よ

人

で

臼

港

返

働

係

会

7

食

労

(

放

一

る

用

.

、

を

入

発

た

o

お
る
構
臼

5

都

中

r

J

)

会
金
(
本
活

会

本

ら

き

高

所

を

旨

い

未

ま

ん

人

い

結

り

月

京

会

記

編

協

品

質

賞

ヨ

詰

協

日

マ

か

私

生

制

住

業

の

さ

は

。

せ

く

て

も

切

5

〕

先

東

6

協
験

3

働
、
び
箆

E
言

働

・

一

ち

。

と

に

数

古

に

職

そ

下

品

す

ま

格

働

け

で

め

年

効

付

η
一

働

体

(

労

よ

大

労

省

テ

う

い

場

能

枚

目

紙

ぴ

は

て

作

ま

し

資

で

受

た

締

印

有

送

以

7

労

場

賞

本

お

働

催
本
援
働
集
の
さ
職
技
稿
。
一
別
よ
生
し
募
り
却
募
場
を
な
集
和
印
稿
一
T

一
本
職
滋
秀
日
状
労

主

日

後

労

募

次

下

①

②

原

ω

(

お

練

記

応

限

返

応

戦

線

ど

募

昭

消

原

(

1

門
口
の
入
優

大
洗
体
協
卓
隷
部
員
募
集
N
H
H

健
康
を
保
つ
た
め
、
誰
で
も
気
が
る

に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
卓
球
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

体
協
卓
球
部
で
は
、
部
員
の
募
集
を

し
て
お
り
ま
す
。

加
入
ご
希
望
の
方
は
、
次
に
よ
り
申

し
出
て
下
さ
い
。

。
募
集
要
項

O
対

象

大
洗
町
在
住
又
は
勤
務

さ
れ
て
い
る
方

月
額
・
:
一
、

0
0
0円

毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日

午
後
7
時
1
9
時

O
場
所
大
洗
一
中
(
体
育
館
)

O
申
し
込
み
先

大
洗
町
磯
浜
町
一
五
七

O

山

石

井

忍

電
話
⑦
2
3
1
7

O
会

費

O
練
習
日

ご
帯
、
じ
で
す
か
?
力
i
ド
公
衆
竃
話

⑧

み

ど

り

の

公

衆

電

話

で

す

。

五

、

0
0
0円
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

⑧
礎
貨
が
な
く
て
も
テ
レ
ホ
ン
カ

i
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
も
ご
利
用
い
た

だ

け

で

通

話

で

き

ま

す

。

だ

け

ま

す

。

@
い
ま
ま
で
の
公
衆
電
話
と
同
じ
に
叩
カ

l
ド
公
衆
竜
話
は
、
回
年
に
水
戸

円
・
削
円
硬
貨
が
使
用
で
き
ま
す
。
駅
を
中
心
に
日
台
設
置
し
ま
し
た
が
、

⑧
テ
レ
ホ
ン
カ

i
ド
1
枚
で
印
度
l
問
日
年
度
以
降
も
引
続
き
培
設
し
て
い
き

度
ま
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ま
す
。
な
お
、
大
洗
町
は
回
年
度
以
降

晶
噛
テ
レ
ホ
ン
カ

I
ド
は
五

O
O
円
、
の
予
定
で
す
。

一、

0
0
0
円
、
三
、

0
0
0
円
、
大
洗
電
報
電
話
局

ハ

b
i
-
-
2
9
9
1

大洗文化センタ-4月分管事予定警護
同情

念ヨ「i今事{峯

会社説明会

開催場所

大会議案

名

水戸ウイスコ株式会社

事{雀開始待問

10: 00-

日

4月4尽附

4月4B(1J，) 
4月20日胤

{崖島署

コーラス練習中会議室コールさざなみコーラス練習9 : 30-

明治生命会議大会議室議L、
Zミ命生ム口J

 
明9 : 30-4月5日付申

子供を対象にバレエ講習及び実技を行なうリハーサル妄~ 教コニレノ〈13: 00-
4月5，l2， 
19， 26日休)
4月10日(大)
4月24s(刈
4月14日仕)
4月15日(日)

(59.2月現在)
大洗町における交通事故の発生状況

一級対象にダンス講習及び実技を行なう

骨盤調整施術?と指導会

幼児、ジュニア、アンサンプル、アドバンス科に
わけでエレクトーン及びピアノの発表会

運転免許所有者で更新のための講習会

リハーサル室

大会議室

社交ダンス講習会

骨盤調軍基施術と指導会

18: 00-

9 : 00-

数減増前年同期年ヱド
/レホ花菱楽器音楽発表会9 : 00-4月15日{日)

( 3 ) 2 (12) 4 (15 ) 6 発生件数
大会議室運転免許証更新時講習会9 : 00-4 fJ 20白幽

)
 
ハU(
 

。)
 

八
U(
 

。)
 
ハU(
 

。数者死
音楽発表会Jl〆ホ第19図ふじの会音楽発表会9 : 00-4月22B(日)

( 3 ) 2 (13) 4 (16) 6 負傷者数

※( )内は累計を示す。

“毎月T臼は突通安全の白"“あな定ガ築<夏通安全"

電子レンジによるいろいろな料理方法を学ぶ大会議室電子レンジ料理教案9 : 00-4月24日(刈

内くりのための婦人講演会ホ倫理研究婦人大講演会12: 00-4月29日(日)

大
洗
野
立
第
一
中
学
校
夜
開
照
明

(
ナ
イ
タ
ー
〉
施
設
開
放
要
項

大
洗
町
立
第
一
中
学
校
夜
間
照
明
(
ナ
イ
タ
ー
)
施
設

昭
和
問
年
5
月
1
8
か
ら
昭
和
田
年
刊
月
訂
日
ま
で

(
6

ヶ
月
間
)
午
後
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で

(
2
時
間
)

町
内
チ

l
ム
使
用
の
場
合
・
:
:
:
j
i
-
-
一

O
、
0
0
0円

町
外
チ

l
ム
使
用
の
場
合
j
i
-
-
:
:
:
二
O
、
0
0
0円

4
、
申
し
込
み
方
法
毎
月
2
囲
の
抽
選
会
(
毎
月
1
日
・
日
日
の
午
前
9
時

中
央
公
民
館
事
務
室
前
カ
ウ
ン
タ
ー
)
で
決
定
す
る
。
(
日

曜
・
祭
日
の
場
合
は
翌
日
)
但
し
、
第
1
問
自
の
抽
選
会
は

4
月
初
白
肘
午
前
9
時
よ
り
行
な
う
。

日
(
貸
し
出
し
日
)

ー
、
開
放
施
設
名

2
、
開
放
期
間
及

び
開
放
時
間

3
、
使

用

車ヰ

5
、
抽

i翠

10 9 9 8 8 7 7 6 6 5 5 4 J由
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

選l 17 l 15 1 16 2 15 1 15 l 26 
自 日 日 自 日 日 日 日 自 日 日 日 日

(月) 伺) 仕) 休) 十付 伺) (月) 任詰 出討 (:k) (:k) (*) 
曜
日

午前
手由

M " " " " " " " " " " 
i墾

9 
待問

百寺

事務 fE中iF J f由
" " " N " " " " " " " 

〕塗

三前三館民 場所

10 10 9 9 8 8 7 7 6 6 5 5 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 貸
16 l 16 16 l 16 1 16 1 16 1 

し日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 8 
出

10 10 9 9 8 8 7 7 6 6 5 5 
し月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

31 15 30 15 31 15 31 15 30 15 31 15 日
日 日 日 日 日 日 日 B 日 日 日 日

6
、
注
意
事
項

ω
抽
選
は
、
毎
月

l
a
・
日

g
午
前
9
時
に
中
央
公
民
館
事
務
室
前
カ
ウ
ン

タ
l
で
行
な
う
。
遅
刻
し
た
場
合
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
抽
選
で

き
な
い
。

ω
抽
選
は
1
人
1
屈
と
し
、
他
チ

l
ム
分
の
代
理
抽
選
は
一
切
認
め
な
い
。

な
お
チ

i
ム
の
者
だ
れ
も
が
出
席
で
き
な
い
場
合
は
チ

l
ム
以
外
の
者
で
も

抽
選
で
き
る
。

ω
貸
し
出
し
日
数
に
対
し
て
、
抽
選
チ

i
ム
が
少
な
い
場
合
は
、

I
E自
の

抽
選
に
お
い
て
使
用
日
を
決
定
し
た
の
ち
、
出
席
し
た
チ

i
ム
の
中
で
再
度

抽
選
に
よ
り
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

週

一日
f
J
七
自

お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
よ
う
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